
�◆
東
京
◆　

中
央
高
速
道
・
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
板
崩
落
事

故
は
、
し
ば
し
ば
通
過
し
て
い
る
者
と
し
て
衝
撃
的
で
し
た
。

旧
道
路
公
団
を
分
割
し
て
誕
生
し
た
所
轄
の
中
日
本
高
速
の
当

初
の
会
長
に
旧
知
の
元
双
日
社
長
が
就
任
し
、
民
営
手
法
で
活

が
入
る
と
期
待
し
て
い
た
だ
け
に
、
何
よ
り
そ
の
ず
さ
ん
な
点

検
に
は
開
い
た
口
が
ふ
さ
が
ら
な
い
思
い
で
す
。
米
国
で
同
様

の
工
法
に
よ
る
事
故
が
２
０
０
６
年
に
起
こ
り
、
そ
の
報
告
書

に
問
題
点
が
は
っ
き
り
書
か
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生

か
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
残
念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

　

１
月
の
講
演
会
は
、
神
野
直
彦
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）、

佐
々
木
毅
氏
（
学
習
院
大
学
教
授
）、
伊
藤
邦
雄
氏
（
一
橋
大
学

大
学
院
教
授
）
を
お
招
き
し
ま
す
。

　

新
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。
石
田
哲
也
氏
、
北
御
門
孝
・
北
御

門
孝
税
理
士
事
務
所
所
長
、
鈴
木
亮
一
氏
。 

（
塚
田　
紀
史
）

　

経
済
倶
楽
部
便
り
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◆
中
部
◆　

年
末
の
総
選
挙
は
自
民
党
の
圧
勝
で
終
わ
り
ま
し

た
。
自
民
党
の
得
票
率
は
民
主
党
の
約
２
倍
増
で
し
た
が
、
議

席
数
は
約　

倍
増
と
い
う
こ
と
で
、
完
全
に
２
０
０
９
年
の
逆

１０

パ
タ
ー
ン
で
し
た
が
、
重
大
課
題
の
議
論
は
生
煮
え
の
ま
ま
。

当
倶
楽
部
の
講
演
会
で
は
可
能
な
限
り
日
本
の
課
題
に
つ
い
て

取
り
上
げ
る
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。　

月
も
尖
閣
諸
島
問
題

１２

で
元
防
衛
大
学
教
授
の
孫
崎
享
氏
が
講
演
し
ま
し
た
。
孫
崎
氏

の
結
論
は
日
本
の
領
土
論
に
疑
問
を
呈
す
る
も
の
で
し
た
。
つ

ま
り
、
日
本
は
北
海
道
、
本
州
、
四
国
、
九
州
以
外
の
島
を
す

べ
て
返
還
す
る
と
し
た
カ
イ
ロ
宣
言
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
で
順
守
す
る
と
約
束
し
た
か
ら
だ
と

い
う
も
の
で
す
。
講
演
後
の
質
疑
は
白
熱
し
、　

分
近
く
続
き

２０

ま
し
た
。
こ
う
し
た
見
解
の
分
か
れ
る
議
論
も
講
演
会
の
活
性

化
に
今
後
も
必
要
だ
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

１
月
の
定
例
講
演
会
は
水
谷
研
治
・
東
京
福
祉
大
学
教
授
、

菅
下
清
廣
・
ス
ガ
シ
タ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
代
表
、
加
藤
直
人
・
中

日
新
聞
論
説
委
員
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

（
日
暮 
良
一
）

１７２




